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土壌微生物群集に及ぼす影響を、それらの DGGEプロファイルから PERMANOVA（Permutational Multivariate 



















               審   査   の   要   旨 
 
土壌微生物叢の解析は過去においては培養が必須であったため、解析結果が本来とはかけ離れたものになる
ことが多く、新規な解析法が求められていた。その後、DNAを元にした培養を介さない解析方法が見いださ
れ、かつそれらを分離・解析するDGGE法が開発された結果、本分野の研究は飛躍的に向上した。 
現在では次世代シーケンサーが実用化され、より精度の高い解析方法も確立されつつあるが、DGGE法は多
くの検体を簡便、かつ安価に扱えるうえ、微生物叢の「変化」を見いだす点においては未だ有利な点も多く、
広く利用されている。 
著者の研究はDGGE法の弱点であるゲル間での誤差修正において、多くの実験例をもとに統計解析を駆使し
てその大幅な精度向上に成功している。さらに、本法を用いて実際の農地土壌の解析を行っており、それらの
性質や影響要因などについての検討を行っている。なかでも、「奇跡のリンゴ園」を対象とした微生物群集解
析は自然栽培土壌としては世界で初めての検討例であり、本分野の研究の進展に大きく貢献している。。 
この標準法は筆者の勤務機関において一般に広められており、多くの企業等で標準法として採用されている。
また著者自身も講師として普及に貢献している。これらの成果は農地だけでなく様々な自然環境注の微生物叢
解析の精度向上に大きく貢献するであろう。以上のように、本研究は基礎・応用の両面において優れた研究で
あるといえ、博士学位論文にふさわしいと結論づけた。 
平成29年1月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
